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変更地域再生計画 

 

 

１ 地域再生計画の名称 

  “美しの里”定住したい魅力ある地域づくり計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

  埼玉県、美里町 

 

３ 地域再生計画の区域 

  埼玉県児玉郡美里町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

４－１ 地域の現況 

 美里町は、埼玉県の北西部に位置する地域であり、都心から約８０ｋｍ、東経１３９

度１１分、北緯３６度１０分、緑豊かな田園風景が広がる地域であり、県庁所在地のさ

いたま市からは、北西約５０ｋｍの距離にある。町域は南北に細長いやや長方形を示し、

東西に約５．５ｋｍ、南北に約９．０ｋｍで、面積は３３．４１ｋ㎡であり、中央部以

北の平坦地と、南部に行くに従って高度を増すなだらかな丘陵地を区域としている。 

 美里町の人口は、平成７年の１２，１９７人（国勢調査）をピークに人口減少に転じ、

平成２７年４月現在１１，４２０人（人口動態統計）となっているとともに、平成２６

年度時点での高齢化率は２８．１％に達し、急速に人口減少、高齢化が進行しており、

平成２６年５月に日本創生学会議・人口減少問題検討分科会の発表した『消滅可能性』

の８９６自治体の一つに挙げられている。 

 美里町の基幹産業は農業であり、町の中央部以北に広がっている農地においては米麦、

野菜、畜産、花木など幅広い農畜産物が生産され、主に首都圏に向けて出荷されている。

さらにブルーベリーを中心とした果樹類の生産も盛んであり、観光農業につながってい

る。しかし、町の南部に広がる森林については、林業や観光資源としての可能性を秘め

ているものの下刈りや間伐等の維持管理が行われておらず、またハイキングコースなど

の有効活用がされていない。 

 現在、美里町では、都心から約８０ｋｍというアクセス性の高さを活用するため、関

越自動車道寄居ＰＡのスマートインターチェンジ事業を関係機関とともに整備を進めて

いる。 

さらに、新たな企業誘致に向け産業団地整備を埼玉県と協力して推進している。 

 

 ４－２ 地域の課題 

  美里町の人口は、戦後ゆるやかに増加してきたが平成７年の１２，１９７人をピーク

に人口減少傾向に転じている。現在（平成２７年時点）の人口は１１，４２０人である

が、平成５２年には約８，０００人、平成７２年には現在の約半分である約５，６００

人になると予測されており、この急激な人口減少を抑制することが美里町の解決すべき

重大な課題となっている。 

  このような急激な人口減少の原因は、総合戦略策定にあたり実施した住民へのアンケ

ートや聞き取り調査及び意見交換の結果、『生活道路が狭隘で危険であるとともに、町
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には居住に適した土地が少ない』『町の魅力づくりや発信ができていない』『企業立地

が進んでおらず町に雇用の場が少ない』であると考えている。 

  美里町では、この人口減少の原因への対処を行い、人口減少を抑制し、現在の人口の

社会移動を維持・微増させることによって、平成５２年の人口を約１０，０００人とす

ることを目標としている。 

 

４－３ 計画の目標 

 このような状況を踏まえ、地方創生道整備推進交付金により、町道と林道を一体的に

整備することにより、町全体の安全性、利便性を向上させるとともに森林資源の活用を

図る。併せて、関連事業である『（仮称）寄居ＰＡスマートインターチェンジ事業』や

『定住促進奨励金事業』及び『“美しの里”人材創生プロジェクト』等を実施する。結

果として、住みやすさ、森林資源の魅力、そして新たな企業誘致を加えた美里町の魅力

を構築し発信することにより、定住人口の増加を目指すものである。 

（目標１）新築件数の増加 

      平成２７年度 実績  ６３件（６３件／年） 

      平成３２年度 目標 ３６５件（７３件／年×５年）（１０件／年の増加） 

 （目標２）間伐面積の増加 

      平成２７年度 実績    ０ｈａ 

      平成３２年度 目標 １５．０ｈａ 

 （目標３）人口１，０００人当たりにおける交通事故発生率の低下 

      平成２７年度 実績 ５．９５件（２位） 

      平成３２年度 目標 ５．５０件以下（５位以下） 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

 ５－１ 全体の概要 

美里町は、スマートインターチェンジが開通することで、大都市圏からのアクセスが

容易となり、企業や住宅のニーズが高まる。また、町の南部地域には自然を感じること

ができる森林が広がっている。 

しかし、町内の道路整備が遅れており、住宅地に適した土地等が限られていること、

そして豊富な森林資源についても、林道整備が遅れているため、下刈りや間伐の実績が

なく、観光資源としての活用もされていない。 

そこで、地方創生道整備推進交付金により、住宅密集箇所の狭隘な道路や住宅ニーズ

の高い地域の道路整備により、地域住民の利便性や安全性の向上を図るとともに、町南

部の林道整備を行うことにより、森林資源の活用につながり、魅力ある地域となること

で定住に向けた機運が高まることが期待される。 

  

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

（１）地方創生道整備推進交付金【Ａ３００８】 

対象となる事業は、以下のとおり事業開始にかかる手続き等を了している。なお、

整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

   ・町道：道路法に規定する町道に認定済み。（ ）内は認定年月日 

       町道１５７号線 （昭和５９年３月１９日） 

町道３６３号線 （平成１２年９月２７日） 
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町道２０４号線 （昭和５９年３月１９日） 

町道１８３０号線（平成４年１２月２１日） 

町道２０９７号線（昭和５９年３月１９日） 

町道２０６３号線（平成１３年３月２８日） 

町道１０９２号線（昭和５９年３月１９日） 

町道１８２号線 （昭和５９年３月１９日） 

町道５１６号線 （昭和５９年３月１９日） 

町道１４０９号線（昭和５９年３月１９日） 

町道８８７号線 （平成４年１２月２１日） 

町道８９９号線 （平成４年１２月２１日） 

町道９０１号線 （平成４年１２月２１日） 

町道１２５２号線（昭和５９年３月１９日） 

町道１２５３号線（昭和５９年３月１９日） 

町道１２５４号線（昭和５９年３月１９日） 

町道２４６３号線（平成１０年１２月１８日） 

   ・林道：森林法による埼玉県地域森林計画（平成２４年１２月）に路線を記載 

       南谷線 

       陣見山線 

  ［施設の種類］    ［事業主体］ 

   ・町道（美里町）   美里町 

   ・林道（美里町）   埼玉県、美里町 

  ［事業区域］ 

   ・美里町 

［事業期間］ 

   ・町道 平成２８年度～平成３２年度 

   ・林道 平成２９年度～平成３０年度 

  ［整備量及び事業量］ 

   ・町道 ２．２ｋｍ、林道 ０．２ｋｍ 

   ・総事業費 ４７２，３９９千円（うち交付金２３２，１９９．５千円） 

    町  道 ４４０，４００千円（うち交付金２２０，２００千円） 

    林  道  ３１，９９９千円（うち交付金 １５，９９９．５千円） 

  ［事業の実施状況に関する客観的な指標及び評価の方法］ 

(平成／年度) 基準年 

(H27) 
H28 H29 H30 H31 H32 

指標１ 

定住人口の増加 

 

６３人 

 

９３人 

 

１２３人 

 

１５３人 

 

１８３人 

 

２１３人 

 定住促進のためおこなっている「美里町定住促進奨励金」交付者の調査等を行い、

定住人数を把握する。また、交付者アンケートを実施することで定住を促進する。 
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［事業が先導的なものであると認められる理由］ 

（政策間連携） 

美里町まち・ひと・しごと総合戦略の策定に伴い実施した住民アンケートや聞き取

り調査等の情報収集の結果、美里町の資源・魅力は、『豊かな自然環境のなかで仕事

ができる』『アウトドアや観光に活用できる豊かな自然がある』『美しい里山の風景』

との結果であった。 

また、埼玉県が行っている県政世論調査では、『自然環境がよい』が定住したい理

由の上位となっている。 

このことから、町道を整備することで定住に適した安全性、利便性を向上させ、さ

らに林道を整備することで、自然環境である森林資源について下刈りや間伐の維持管

理を行い新たな雇用の創出や観光資源としての活用を図る。 

 さらに、町道と林道を一体整備をすることにより、町の北部から中央部の人口が集

中している地域から南部に広がる森林資源へのアクセス性が向上され、美里町の資

源・魅力、そして定住したい理由として有効である『森林資源の魅力（自然環境）』

を『住みやすさ』と『企業誘致』を同時に織り交ぜてアピールすることが可能となり、

美里町の新たな定住環境を構築し発信できることから、先導的な事業となっている。 

（その他の理由） 

 交通利便性が向上するスマートインターの整備に併せ、林道整備を行うことで新た

な森林資源の活用が生まれることが先導的な事業となる。 

 

５－３ その他の事業 

地域再生法による特別の措置を活用するほか、『“美しの里”定住したい魅力ある

地域づくり計画』を達成するため、以下の事業を総合的かつ一体的に行うものとする。 

 

  ５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

        該当なし 

   

５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 

   （１）（仮称）寄居ＰＡスマートインターチェンジ関連事業の推進 

      内  容 関越自動車道寄居ＰＡにスマートインターチェンジを設置すると

ともに、関連するアクセス道路整備を行う事業で、地域経済の活

性化等が期待できる。深谷市、美里町及び寄居町の１市２町で協

定を締結し、事業を推進している 

      事業主体 深谷市・美里町・寄居町 

      実施期間 平成２４年度 ～ 平成２８年度 

   （２）定住の促進（定住促進奨励金） 

      内  容 美里町内に定住するために住宅取得する４０歳以下の者に奨励金

の支払いを行う。 

      実施主体 美里町 

      実施期間 平成２６年度 ～ 

   （３）“美しの里”人材創生プロジェクト（地方創生加速化交付金） 

      内  容 美里町は国道２５４号を境に、南部には豊富な自然が、北部には

平野が広がっている。暮らしの魅力を高めていくために、各地域
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ならではの交流イベントを行い、南北双方でのライフスタイルを

実感しながら、イベント事業を通して地域づくりを担う人材を育

成し人材循環モデルを構築する。 

           また、ハード面としてハイキングコースをより多くの方に気軽に

山歩きや森林浴を楽しんでもらうため、コース整備や東屋等の整

備を行う。 

      実施主体 美里町 

      実施期間 平成２８年度 ～ 

   （４）里山・平地林再生事業 

      内  容 放置されや里山・平地林を再生するため、侵入竹、地下茎の除去

や植栽、作業道の整備や看板設置、森林保全活動を行うボランテ

ィアへの支援を行い、景観の向上や生物多様性の保全など森林の

持つ公益的機能の高度発揮を図るとともに、森林の少ない都市部

に新たに森林を造成し、憩いの場を創出する。 

           また、里山・平地林の再生や体験活動を通じて、森林に関する意

識を高める。 

      実施主体 美里町 

      実施期間 平成２８年度 ～ 

（５）交通安全対策事業の推進 

      内  容 美里町は人口１，０００人あたりの人身事故発生率が毎年上位に

なっていることから、交差点付近での交通安全施設の設置や街路

灯の設置・修繕による LED 化推進、さらに生活道路において新た

なゾーン３０を設定していく。 

      実施主体 美里町 

      実施期間 平成２８年度 ～ 

 

６ 計画期間 

 平成２８年度～平成３２年度 

 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

 ７－１ 目標の達成状況に係る評価の手法 

定量的な目標に関わるデータについては毎年度調査を行い、中間年度、最終年度にお

いては評価を行う。 
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７－２ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容 

 平成２７年度 

(基準年度) 

平成３０年度 

(中間年度) 

平成３２年度 

(最終目標) 

目標１ 

新築件数の増加 

６３件 ２１９件 

（１０件／年） 

３６５件 

（１０件／年） 

目標２ 

間伐面積の増加 

０ ｈａ ９．０ｈａ １５．０ｈａ 

目標３ 

人口 1,000人当たりにおける

交通事故発生率の低下 

５．９５件 

（２位） 

５．８０件以下 

（３位以下） 

５．５０件以下 

（５位以下） 

 

（指標とする数値の収集方法） 

項目 収集方法 

新築件数の増加 建築確認申請件数より 

間伐面積の増加 森林組合の集計結果により 

人口 1,000人当たりにおける

交通事故発生率の低下 
埼玉県警の公表している市町村別交通事故発生率により 

 

・目標の達成状況以外の評価を行う内容 

１．事業の進捗状況 

２．総合的な評価や今後の方針 

 

 

７－３ 目標の達成状況に係る評価の公表の手法 

４に示す地域再生計画の目標については、中間評価及び事後評価の内容を速やかにイ

ンターネット（埼玉県及び美里町のホームページ）の利用により公表する。  


